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平成２０年度第１回 緑区地域福祉計画推進協議会 議事要旨 
 
１ 開催日時 

 平成２０年６月２８日（土） １４：００～１６：２０ 

 

２ 出席者 

 緑区推進協議会委員（以下、委員）：（出席委員 １４名） 

                    秋山委員・新井委員・大槻委員・岡本委員 

鴨委員 ・斉藤委員・篠原委員・竹内委員 

                    田宮委員・豊田委員・平山委員・本田委員 

                    松尾委員・中村委員（吉田委員の代理）    

（欠席委員 ６名） 

石井委員・岩瀬委員・大土委員・小関委員 

武村委員・徳田委員 

 ＜事務局＞ 

 千葉市緑区役所           ：武石区長 

 千葉市緑保健福祉センター     ：岡本所長 

保健福祉サービス課        ：高橋補佐・高野係長・神代主任主事 

萩原主任主事 

 千葉市社会福祉協議会 緑区事務所 ：山口所長・髙吉主任主事 

 千葉市保健福祉総務課       ：土屋課長・長谷川主幹・半澤主査 

大久保主任主事 

 

３ 開催場所 

 緑保健福祉センター ２階  大会議室 

 

４ 議事 

 ・緑区長挨拶 

 ・委員自己紹介 

 ・事務局自己紹介 

・議題（１） 会議の公開について 

   全委員一致で「公開とする」ことで了承された。 

 

 ・議題（２） 委員長・副委員長の選任について 

   委員長には、平成１９年度に引き続き、岡本委員が選任された。 

また、副委員長の選任方法は、岡本委員長による指名方式が了承され、平成１９
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年度同様、秋山、田宮両委員を指名・決定した。 

・議題（３） 広報部会委員の選任について 

   平成１９年度に引き続き、大槻、田宮、本田、竹内 

中村（吉田委員の代理）の各委員に決定した。 

 

 ・議題（４） 平成２０年度開催日程について 

  年間５回開催、偶数月の第２土曜日の午後２時から開催することで決定した。 

   第２回会議  ８月 ９日（土） 

   第３回会議 １０月１１日（土） 

   第４回会議 １２月１３日（土） 

    第５回会議  ２月１４日（土） 

 

・議題（５） 平成２０年度緑区地域福祉計画等の推進について 

   岡本委員長より、緑区福祉計画推進協議会の本年度の活動目標（案）として、下

記の活動内容が提示された。 

   ①焼却ゴミ１／３削減の取り組み─資源ゴミはリサイクル、生ゴミはしぼって─ 

   ②高齢者、障害者、子どものふれあいの場づくり 

   ③地域での出前健康相談─血圧を測ってあげます─ 

   ④買い物袋を持って買い物をしよう─地球温暖化ストップ─ 

   委 員：大椎台地区では、①の活動内容に沿った活動として、「生ゴミ」のリサ

イクルを週２回の火・土曜日に行っていて、回収される量は、１㎏／世

帯、１００㌧／年ほどになっている。 

   委 員：おゆみ野地区では、②に沿った活動として、基本的には、地域福祉のこ

とは、地域の中からと考えているが、その中でも、高齢者や子どもとの

ふれあいを行う事業を展開することは易しいが、障害者を対象としたふ

れあい事業などは、難しいと感じている。 

   委 員：障害者の中にも地域の中に入りたいと思っている人たちが多くいる。し

かし、公の場に出ることそのものが、ストレスとなってしまうため、な

かなか難しいのが現状だと思う。 

   委 員：障害者の中には、自宅に閉じこもっている人たちが多くいる。 

   委 員：誉田地区では、知的障害者施設の行事などに、延べ６０人／年くらいの

地域住民が参加している。 

   委 員：①、④より②、③を充実させていくべきではないかと思うが、今の段階

でははっきりとはわからない。 

   委 員：椎名地区では、比較的、障害者が少ない。しかし、地域の実情として、

交通機関（バスなど）の利用が非常に難しいため、住民の足の確保につ
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いて、是非力を入れていきたいと思う。 

   委 員：障害者の人たちと交流をするにも、健常者側がイベントなどを企画した

けれど、障害者が来なかったという泣き言を言っている場合ではなく、

また、何かお膳立てをすれば良いというものでもないと思う。何をする

にしても、障害者の人たちと手を取り合って進めるには、時間が掛かる

と思われる。 

   委 員：障害者の人たちに来たければ、来れば良いというのではなく、障害者の

人たちも一緒になって、考えていくことが大事だと思う。 

   委 員：例年、あすみが丘東急バーズモールにて、「ふれあい福祉フェスティバ

ル」を開催しているが、２日間で約３，０００人～４，０００人くらい

の来場者がいる。 

 

・報告事項（１） 区地域福祉計画の取組状況把握及び地域福祉推進モデル事業につ

いて 

保健福祉総務課が資料をもとに説明した。 

    ①区地域福祉計画の取組状況の把握について 

   委 員：別紙１（情報提供用紙）に直接パソコンで入力したいと思うので、デー

タの入手方法について、教えていただきたい。 

   事務局：保健福祉サービス課に電子データーを用意しておく。   

   委 員：別紙３（取組状況一覧表）の「３─１６ 防災設備・訓練の充実」のと

ころに、越智はなみずき台自治会防犯パトロール隊が記載されているが、

これは、「３─１８ 身近な災害・犯罪被害の防止対策」に記載される

べき内容ではないか。 

   事務局：指摘のとおりであり、訂正させていただく。 

   委員長：別紙１を７月３１日（木）までに記入して集めるという方法ではなく、

８月の第２回目推進協の場において、みんなで話し合いながら別紙３を

作成していくという方法ではどうか。 

   事務局：他の区の推進協は９月以降に行われることから、７月３１日（木）まで

に別紙１の提出をお願いしたが、緑区は８月に推進協があるので、その

場にて提出いただければ、事務局としてもありがたい。 

    ②千葉市地域福祉計画推進モデル事業について 

   委員長：緑区の説明会はどこで行うのか。 

   事務局：７月６日（日） １５：３０～１６：３０ 鎌取コミュニティセンター 

       ２階 会議室＋講習室 で開催する。 

   委員長：上記の内容については、市政だよりに掲載されるのか。 

   事務局：７月１日号に掲載する。また、地域で今まで取り組んでいる事業を多少
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アレンジすれば、モデル事業の対象となることもあるので、相談いただ

きたい。 

 

・その他 

   千葉市社会福祉協議会緑区事務所の山口所長より、「福祉カレンダー」に掲載す

る記事について依頼した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


